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漁港建設より後継者作りを
生活保護 収入あり世帯が約８割

決
算
委
員
会
の
水
産

【
水
産
業
費
】

業
費
の
審
査
で
魚
谷
議
員
は
、
予
算

の
使
い
方
に
つ
い
て｢

漁
港
建
設
か

ら
後
継
者
作
り
を
重
点
に｣

す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
そ
う
で
な
い
と
、
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【水産業費の状況】

★水産業費の決算額 ３億３７０１万円

★海老漁港の建設費(令和４年度分）

１億４８９２万円

★ 総事業費(予算) 約７億円海老漁港

★登録漁船 ９隻、外来船 ３５隻

★後継者作りに関する事業費予算など

○令和４年度新規漁業者 ０人

○新規漁業者研修費 ９万円

○漁業設備貸付資金 ９０万円

今
後｢

漁
港
は
立
派
に
な
っ
た
が
、

魚
を
と
る
人
が
い
な
く
な
る
の
で

は｣

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
上
表
に
あ
る
よ
う

に
、
海
老
漁
港
な
ど
に
は
す
で
に
約

８
億
円
の
事
業
費
が
投
じ
ら
れ
て
い

、

、

ま
す
が

漁
船
登
録
は
わ
ず
か
９
隻

外
来
船
が
３
５
隻
で
す
。

そ
の
一
方
、
新
規
漁
業
者
を
作
り

新
規
漁
業
者
研
修
費

出
す
予
算
は
、

が
わ
ず
か
９
万
円
、
漁
業
設
備
貸
付

資
金
が
９
０
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
新
規
漁
業
者
が
い
な
か
っ
た

た
め
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

魚
谷
議
員
は
、
山
口
県
や
島
根
県

の
よ
う
に
、
収
入
が
安
定
す
る
ま
で

の
２
年
間
、
月
１
５
万
円
を
支
給
す

る
制
度
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

民
生
費
に
関
し
て
魚
谷

【
民
生
費
】

議
員
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
状
況
を

質
問
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
生
活
保
護
世
帯
数

は
、
１
１
８
７
世
帯(
１
４
６
２
人)

で
、
前
年
度
比
で
は
２
世
帯
減(

４

人
減)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
保
護
費

だ
け
に
頼
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
中
、
魚
谷

議
員
は
年
金
な
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

で
何
ら
か
の
収
入
が
あ
る
世
帯
の
割

合
に
つ
い
て
質
問
。

担
当
課
長
は
、
８
１･

７
％
の
世

帯
が
何
ら
か
の
収
入
が
あ
る
と
答
え

ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
保
護
の
相
談

に
来
た
人
は
３
０
７
人
で
、
新
規
に

生
活
保
護
世
帯
が
２
０
４
世
帯
増
え

た
と
答
え
ま
し
た
。

【生活保護世帯の状況】

★令和４年度の需給世帯数･人数

１１８７世帯･１４６２人

★前年度比

世帯減･４人減２

★何らかの収入がある世帯数

９７０世帯

★相談者数 ３０７人

★生活保護費の内の市負担分

２５％

説明を受けて質問する魚谷議員

【人口減少対策に財政出動が必要】

★子育て支援の拡充

★非正規職員の正規化

★市営住宅（若者世帯向け）所得

制限撤廃などやるべきことが

議
会
運
営
委
員
会
が
、
岩
倉
、
犬
山
市
議
会
へ
視
察

ー
魚
谷
議
員
の
視
察
報
告
か
ら
ー

尾道市の一般会計基金残高の推移

R2 R3 R4項 目

財政調整基金 億 億 億45.8 47,2 47.9

その他の基金 億 億 億63.7 89.8 94.5

合 計 億 億 億109.5 137 142.4

岡
野
議
員
は
決
算
特
別
委
員
会
で

「
新
自
由
主
義
の
政
治
が
公
務
員
削

減
と
非
正
規
職
の
増
大
、
業
務
の
民

間
委
託
を
す
す
め
、
教
育
、
保
育
、

と
述
べ
、
増
え
続
け
る
基
金
を

使
っ
て
積
極
的
財
政
出
動
を
求

め
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
で
は
、
７
人
に

１
人
が
貧
困
と
言
わ
れ
る
子
ど

も
の
貧
困
問
題
解
決
の
た
め
、

学
校
給
食
を
無
償
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
８
時
間
労
働
な
ど
正

職
員
と
同
じ
く
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
く
非
正
規
職
員
の
正
規
化
を

は
か
る
こ
と
。
結
婚
し
て
住
む

と
こ
ろ
を
探
そ
う
と
す
る
若
者

に
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
よ

う
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

な
お
基
金
は
２
年
前
よ
り
３

２
億
９
千
万
円
も
増
や
し
て
い

ま
す
（
上
表
参
照

。）

保
健
、
医
療

な
ど
の
公
的

分
野
で
も
人

間
ら
し
い
雇

用
が
破
壊
さ

れ
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り

若
者
が
家
庭

を
持
ち
安
心

し
て
子
育
て

が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と

が
人
口
減
少

を
も
た
ら
し

た
一
因
だ
」

行
い
、
中
学
校
の
制
服
が

改
善
さ
れ
た
実
績
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
両
市
議
会
に
一
般

質
問
に
つ
い
て
、
事
前
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
両

市
議
会
と
も
、
ほ
ぼ
全
議

員
が
質
問
す
る
そ
う
で
、

質
問
時
間
は
質
問
と
答
弁

を
合
わ
せ
て
６
０
分
と
の

こ
と
で
し
た
。
質
問
の
順

番
は
、
提
出
順
ま
た
は
、

く
じ
引
き
で
行
っ
て
い
る

よ
う
で
、
尾
道
市
議
会
と

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

両
市
議
会
の
視
察
を
通

じ
て
感
じ
た
の
は
、
両
市

議
会
と
も
議
会
に
対
す
る

市
民
の
意
見
を
積
極
的
に

聞
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
、、

こ
の
点
で
尾
道
市
議
会
は

ま
だ
そ
の
努
力
が
足
り
な。

い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た

の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
公

募
と
無
作
為
抽
出
で
５
０
０

名
を
年
代
別
に
選
び
、
サ
ポ

ー
タ
ー
の
依
頼
を
し
て
い
ま

し
た
。
結
果
は
２
０
名
程
度

が
応
じ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
議
会
傍
聴
や
議
員

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
う

と
の
こ
と
で
す
。

２
日
目
の
犬
山
市
議
会
の

主
な
テ
ー
マ
は
、｢

市
民
フ

リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度｣

で
、

市
民
が
希
望
し
て
５
分
間
程

度
本
会
議
で
自
分
の
考
え
を

発
言
で
き
る
制
度
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
実
績
で
は
５
人
く

ら
い
が
発
言
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
議
会
で
は
必
要
が

あ
れ
ば
出
さ
れ
た
意
見
を
協

議
し
、
行
政
に
働
き
か
け
を

議
会
運
営
委
員
会
は
今
月
１

日
に
愛
知
県
の
岩
倉
市
議
会
、

２
日
に
犬
山
市
議
会
に
視
察
に

行
き
ま
し
た
。
１
日
目
の
岩
倉

市
議
会
の
視
察
の
主
な
テ
ー
マ

は
、｢

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度｣

で
、
市
民
か
ら
議
会
に
つ
い
て


